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大盛り上がりのワールドカップも、全部見るにはスカパーに入らなければな
らない昨今、さらにBSデジタルだ110度CSだとテレビのチャンネルは増え
る一方だ。こうしたさまざまな外部チューナーをパソコンにつないで、ゆくゆ
くは録画予約まで可能な総合映像サーバーの構築を目指してみよう。まずは
その第一歩、キャプチャーボードとの接続と学習リモコンの組み合わせにチ
ャレンジしてみよう。 text：塩田紳二
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My Sweet
Home Server

ブロードバンドは自宅サーバーで遊ぼう！
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前回紹介した学習リモコン「クロッサム

2＋」は、どうやら発売先が新たに決まり、

普通に入手できるようになったようだ（こ

れで一安心、あやうく連載が続けられなく

なるところだった）。新しい販売元はイデ

ア・コム 、製造元はスギヤマエレク

トロン という会社なので、製品概

要や販売店情報については両社のホーム

ページを参照してほしい。

さて、今回は自宅のテレビサーバーに、

各種のAV機器をつなぐ方法を考えてみる

ことにしよう。ビデオキャプチャーボード

内蔵のチューナーでは地上波しか見られ

ないが、CATVや衛星放送のチューナー

もつなげれば、さらに見られるチャンネル

が増える。W杯のようなビッグなスポーツ

イベントでも安心（？）だ。こうした外部チ

ューナーはビデオキャプチャーボードの外

部入力端子につなぐことになる。複数の

機器をつなぐ場合には、まずビデオキャプ

チャーボードにはビデオデッキを接続し

て、そのビデオデッキの外部入力端子に衛

星チューナーなどをつなげればいい。い

ずれにしても、外部機器は学習リモコンか

らコントロールする形になる。

こうしてビデオデッキをリモコン制御す

るのだから、当然ビデオの録画も外から

制御したいところだ。うっかり予約を忘れ

た番組も、外から録画予約ができればど

れほど便利なことだろう。以前にも、電話

で録画予約ができるビデオデッキなんてい

うものもあったのだけど、たとえ予約はで

きてもテープは誰が交換するの？という難

点があった。けれど、いまならハードディ

スク録画という強い味方がある。パソコン

のハードディスクを使うもよし、専用のハー

ドディスク録画機を使うもよし。自宅のテ

レビの生中継も楽しいが、録画予約がで

きればさらに自宅サーバーの便利さが実

感できるだろう。

www.idea-m.com

www.sugi-ele.co.jp
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ビデオデッキをキャプチャーボードに接続して、操作している画面
をストリーミングで中継する。これに学習リモコンを組み合わせ
れば、外出先からでもビデオデッキのコントロールを可能になる。
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それでは、まずはパソコンにビデオキャ

プチャーボードを取り付けて、録画もパソ

コンで行う方法から。といっても、最近の

テレビチューナー付きキャプチャーボード

は、タイマー録画の機能などはついていて

あたりまえなので、あとはこれをリモート

コントロールで制御するだけだ。

今回は、ビデオキャプチャーカードとし

て、アイ・オー・データ機器のGV-BCTV5/

PCIというPCIカードを使うことにした。こ

の製品は、FMラジオとTVチューナーを

内蔵し、コンポジット（ピン端子）、S端子に

よる外部映像入力を持つボードだ。ただ

し、外部映像入力を使う場合、外部機器

からの音声はサウンドカードの外部入力

（ライン入力）などを使用しなければならな

い。また、今回の組合せでは、GV -

BCTV5/PCIがコンポジットとS端子の両

方に対応していたために入力は問題にな

らなかったが、同じアイ・オー・データ機器

のGV-BCTV3/USBのように外部映像入力

がS端子しかないものもあるので、自分の

持っているAV機器の出力端子はよく確認

しておいたほうがいいだろう。

とりあえず、ボードをパソコンに取り付

けて、付属のソフトをインストールすれば、

もちろんテレビはそのまま見られるし（①）、

受信した番組データ（EPG:電子番組表）か

ら番組予約をPC上で行う「mAgicガイド」

という仕組みもあるので（②③）、これを使

えば録画予約は簡単だ。もちろん、このソ

フトはローカルマシンでしか動かないの

で、外部からコントロールするとなると、ウ

ィンドウズXPのリモートデスクトップなど

と併用することになる。

ただし、携帯電話からであれば、専用の

サイトから録画予約ができる「reserMail」

という仕組みが用意されているので、外出

先からの予約という面ではむしろこのほう

が便利かも知れない。

自宅サーバーの公開で常に問題になる

のが、セキュリティーとの兼ね合いだ。必要

なポートを空ければ外からアクセスできるよ

うにはなるが、それでは誰でもアクセスでき

てしまうので、はっきり言ってかなり危険な

状態だ。そこでおすすめなのが、外部から

はPPTPのようなVPNを使って自宅サーバ

ーにアクセスする方法だ。最近ではブロー

ドバンドルーターにPPTPサーバー機能が

搭載されている機種もあるので、これを使

えば簡単にVPNが使える。

オムロンの「MR104FH」は、PPTPサーバー機能を持
っているにもかかわらず、実売価格が2万円以下という
お買い得なルーター。自宅サーバーを使うならぜひとも
欲しい製品だ。

www.omron.co.jp/ped-j/

ビデオキャプチャーボード
アイ・オー・データ
GV-BCTV5/PCI

www.iodata.co.jp
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このキャプチャーボードに接続するビデ

オデッキとして、今回は東芝のハードディ

スク＆VHSビデオレコーダー「A-F40G1」

という機器を使ってみた。従来のVHSビ

デオと40Gバイトのハードディスクレコーダ

ーが合体した製品で、6月現在では実売価

格が7万円前後とお買い得だ。

このビデオデッキをキャプチャーボード

の外部入力端子に接続して、前々回に紹

介したドコデモTV を使ってビデオ

からの出力を中継しようと思ったが、ドコ

デモTVは現在のバージョンではテレビチ

ューナーのチャンネルしかソースに選べな

い。しかし、ビデオデッキには、古いテレ

ビ向けに映像を2チャンネルなどの空きチ

ャンネルに出力する機能があるので、これ

を使えば問題ない（①）。この方法だと多

少映像が劣化するが、実際にはパソコンに

取り込んだ段階でかなり画質が落ちてい

るので、気にすることはないだろう。

クロッサムにはあらかじめ多くのメーカ

ーのリモコン信号が登録されているので、

今回のA-F40G1も東芝のビデオデッキの

信号がほぼそのまま使えた。ただし、

VHSとHDDの切り替えのようなボタンに

ついては、クロサッムに信号を学習させる

必要があった。あとは、クロッサムに付属

する制御用アプリケーション「クロッサム・

ステーション」を、リモートデスクトップ経

由で使えば外部からの操作も可能だ（②）。

さらに、ビデオの録画予約画面を呼び出し

て、外からビデオ予約に挑戦してみたが、

ドコデモTVのストリーミングだとバッファ

ーの関係で映像が15秒以上遅れるので、

リモコンで操作するのはかなり大変だ。な

るべくバッファーの少ないエンコード方式

を設定してみたが（③）、今度は予約画面

の文字が読みにくくなるなど、なかなかう

まくはいかない。次回はこのあたりを解決

する方法を探ってみることにしよう。

www.dokodemotv.com
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H o m e S e r v e r

前ページのようなPPTPサーバー機能付

きルーターを使えば、設定はとても簡単だ。

ルーター側はユーザー名とパスワードを設

定すればよく、パソコン側はダイアルアップ

ネットワークとほとんど同じ要領で、電話番

号の代わりにPPTPサーバーのマシン名

（ダイナミックDNSで大丈夫）を入れればい

い。PPTPでつながればLANとまったく同

じ環境になるのでポート番号などを気にす

る必要はないし、セキュリティー面でもかな

り安全に自宅サーバーが使える。

ウィンドウズ98SE以降であれば、PPTPはOSに標準
で付属している。設定はほとんどダイアルアップネットワ
ークと変わらない。
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